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アメリカ人口学会2016年大会

3月31日～4月2日にかけて，アメリカ人口学会（PAA：PopulationAssociationofAmerica）

の2016年大会がワシントンDCにて開催された．本学会は，224の口頭報告セッション（各4報告）

と11のポスターセッション（各100報告）からなる．様々なテーマについての報告が2日半の短い日

程に凝縮され，会場はさながら年に一度の人口学のお祭りのような雰囲気に包まれる．PAAの規模

と質の高さは，人口学の学会として突出しており，世界の人口学における研究動向を知る上で重要な

機会となっている．

当研究所からは，別府志海情報調査分析部室長，是川夕人口動向研究部主任研究官，余田翔平人口

動向研究部研究員と筆者の4名が参加した．ポスターセッションにて，是川主任研究官が“Educa-

tionalAttainmentandItsDeterminantsofImmigrantChildreninJapan:FocusingonHigh

SchoolEnrollment”，“WhyImmigrantWomen'sFertilitiesAreLowerThanThatoftheNative

Women:AnAnalysisfrom theOwn-ChildrenMethodUsingtheMicro-DataoftheJapanese

PopulationCensus”の報告を，余田研究員が“ParentalDivorceandAdolescents'Educational

OutcomesinJapan”の報告を行った．筆者は今回は本大会での報告ではなく，昨年8月に参加し

たBerkeleyWorkshoponFormalDemographyのReceptionandPosterSessionというMember-

Initiatedmeetingにて，“CountingWomen'sWorkinJapan”という日本のNTA（National

TransferAccount）ならびにNTTA（NationalTimeTransferAccount）に関する報告を行った．

PAAでは，学会の場を利用して様々な団体が自発的な集まりを催している．Invitedonlyの集ま

りもあるが，一般会員に公開されているセミナーやワークショップも多くある．例えば，今大会では

アメリカで最も長い歴史を持つパネル調査であるPanelStudyofIncomeDynamicsがユーザーに

向けた説明会を開いていた．1968年に始まった世帯パネル調査がいまだ現役でデータ収集を続けてい

ること自体驚きであるが，このような巨大なデータの分析は容易ではない（変数のみで8万を超える）．

今回の説明会ではデータの構造や調査事項，世帯員の追跡ルールなどについて，実査に関わる研究者

から丁寧な解説がなされた．また，GuttmacherInstituteの主催による“AskEditors:Getting

PublishedinPeer-ReviewedJournals”といわれるセミナーでは，人口学の有名雑誌の編集者を

招き，どのような論文がAcceptされやすいのかについて話を聞く機会を提供していた．さらに同

Instituteは“UsingResearchtoInform andAdvancetheDomesticSexualandReproductive

HealthandRightsPolicyDebate”と題したセミナーも同時開催しており，政策議論に貢献する研

究のあり方などが議論された．ともすると，見落としがちであるが，PAAに参加する際には，この

ようなセミナーやワークショップを覗いてみると思わぬ収穫があるかもしれない．

（福田節也 記）
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